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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液滴を吐出する液体吐出ヘッドに液体を供給する第２液体収容手段に対して第１液体収
容手段から液体を補充供給する液体供給手段を備える液滴を吐出する装置において、
　前記第１液体収容手段から前記第２液体収容手段までの液体供給経路内に空気が混入し
た可能性が高い状態になったときには、前記第１液体収容手段から第２液体収容手段に対
して液体を供給する動作を行う手段を備え、
　前記液体を供給する動作を行う手段は、前記液体供給経路内に空気が混入した可能性が
高い状態であるときには、前記第２液体収容手段に対して大気に開放した状態での液体補
充供給動作を行わない
ことを特徴とする液滴を吐出する装置。
【請求項２】
　液滴を吐出する液体吐出ヘッドに液体を供給する第２液体収容手段に対して第１液体収
容手段から液体を補充供給する液体供給手段を備える液滴を吐出する装置において、
　前記液体吐出ヘッドの回復動作を行う手段を備え、
　前記回復動作を行う手段は、前記液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態に
なったときには、液滴吐出を伴う前記液体吐出ヘッドの回復動作を行わない
ことを特徴とする液滴を吐出する装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の液滴を吐出する装置において、前記第１液体収容手段から第２
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液体収容手段に対して所定時間液体を補充供給する動作を行っても前記第２液体収容手段
が満タン状態にならないときには、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態に
なったとすることを特徴とする液滴を吐出する装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の液滴を吐出する装置において、装置が予め定めた
期間使用されなかったときには、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態にな
ったとすることを特徴とする液滴を吐出する装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の液滴を吐出する装置において、前記第１液体収容
手段から第２液体収容手段に対して液体を供給する動作を行った後予め定めた時間が経過
したときに、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態でなくなったとすること
を特徴とする液滴を吐出する装置。
【請求項６】
　液体吐出ヘッドから液滴を吐出させて媒体に画像を形成する画像形成装置において、請
求項１ないし５のいずれかに記載の液滴を吐出する装置を備えていることを特徴とする画
像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液滴を吐出する装置及び画像形成装置に関し、特に２つの液体収容手段間で液
体を給送する液滴を吐出する装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、プリンタ／ファックス／コピア或いはこれらの機能を複合した画像形成装置と
しては、例えば、記録液の液滴を吐出する液体吐出ヘッドで構成した記録ヘッドを用いて
、媒体（以下「用紙」ともいうが材質を限定するものではなく、液体が付着するもの意味
であり、被記録媒体、記録媒体、記録紙、転写材なども同義で使用する。）を搬送しなが
ら、記録液の液滴（以下、インク滴ともいう。）を用紙に付着させて画像形成（記録、印
刷、印写、印字も同義語で用いる。）を行なう液体吐出方式の画像形成部を搭載したもの
が知られている。
【０００３】
　このような液体（液滴）吐出方式の画像形成装置において、記録ヘッドに対して記録液
を供給する方式には、記録ヘッドを搭載するキャリッジに記録液を収容した記録液収容手
段である記録液カートリッジを着脱自在に装着し、この記録液カートリッジから記録ヘッ
ドに記録液を供給する方式と、キャリッジ上に記録ヘッドに記録液を供給する第２液体収
容手段である小容量のヘッドタンク（サブタンクともいう。）を搭載し、第１液体収容手
段である大容量の記録液カートリッジ（メインタンク）を装置本体側に交換可能に装着し
、ヘッドタンクに装置本体側の記録液カートリッジから記録液（インク）を補充供給する
方式とが知られている。
【特許文献１】特開２００５－１４４７０９号公報
【特許文献２】特許第３３７２８４４号公報
【０００４】
　また、特許文献３には、インクタンクと、印字ヘッドのアクチュエータにインクを分配
するマニホールドとの間とを、往路及び復路からなる循環流路で結び、その循環流路内で
インクを強制循環させることでインク流路の壁面に付着している気泡を除く循環パージを
行う装置が記載されている。
【特許文献３】特開２０００－０３３７１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　上述した記特許文献１などに記載されているように、少なくとも２つの液体収容手段を
用いる液体供給装置にあっては、メインの第１液体収容手段の液体がない状態で第２液体
収容手段に対し、供給ポンプを駆動して液体を補充供給する動作を行うが、このとき、第
２液体収容手段の液量が規定量になるまで供給ポンプは駆動され続け、予め定めた時間供
給ポンプを駆動しても第２液体収容手段の液量が規定量になったことを検出できなければ
、第１液体収容手段が空であることになるので、第１液体収容手段の交換を指示すること
になる。
【０００６】
　しかしながら、このように、供給ポンプを所定時間駆動しても第２液体収容手段の液量
が規定量になったことを検出できないときに第１液体収容手段が空であると検出するよう
にした場合、第１液体収容手段が空であるにもかかわらず供給ポンプが駆動されている状
態が生じ、このとき、供給ポンプ内の圧力は負の圧力が過剰に増加して行くことになり、
第１液体収容手段の指示が出るときには供給ポンプ内は強い負圧状態となっている。
【０００７】
　この段階で、第１液体収容手段を交換した場合、第１液体収容手段と供給ポンプとを接
続する部分（例えばゴム栓と中空針のジョイント）が外されることになり、第１液体収容
手段を外した瞬間に負圧になっている供給ポンプ内に空気が吸い込まれてしまう。供給ポ
ンプに吸い込んでしまった空気は抜けること無く、新たな第１液体収容手段が装着され供
給動作が始まると、空気はチューブを通って第２液体収容手段に送られ、送られた空気は
、第２液体収容手段内の液面で泡状となり、また泡が増大して行くこととなってしまう。
この第２液体収容手段内の泡は、第２液体収容手段の液面を検出するセンサを誤作動させ
ることがある。
【０００８】
　そのため、第２液体収容手段を大気に開放した状態で液体の補充供給を行うと、大気開
放機構からの液漏れが生じたり、大気開放機構を構成する弁手段が汚れて作動不良になっ
たり、緩慢なリークを生じさせるという課題がある。
【０００９】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、液体供給経路に空気が混入しても装
置を不具合なく稼動させるフェールセーフ機能を持たせた液滴を吐出する装置及び画像形
成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る液滴を吐出する装置は、
　液滴を吐出する液体吐出ヘッドに液体を供給する第２液体収容手段に対して第１液体収
容手段から液体を補充供給する液体供給手段を備える液滴を吐出する装置において、
　前記第１液体収容手段から前記第２液体収容手段までの液体供給経路内に空気が混入し
た可能性が高い状態になったときには、前記第１液体収容手段から第２液体収容手段に対
して液体を供給する動作を行う手段を備え、
　前記液体を供給する動作を行う手段は、前記液体供給経路内に空気が混入した可能性が
高い状態であるときには、前記第２液体収容手段に対して大気に開放した状態での液体補
充供給動作を行わない
構成とした。
【００１１】
　本発明に係る液滴を吐出する装置は、
　液滴を吐出する液体吐出ヘッドに液体を供給する第２液体収容手段に対して第１液体収
容手段から液体を補充供給する液体供給手段を備える液滴を吐出する装置において、
　前記液体吐出ヘッドの回復動作を行う手段を備え、
　前記回復動作を行う手段は、前記液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態で
あるときには、液滴吐出を伴う前記液体吐出ヘッドの回復動作を行わない
ことを特徴とする液滴を吐出する装置。



(4) JP 4762001 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

【００１２】
　ここで、前記第１液体収容手段から第２液体収容手段に対して所定時間液体を補充供給
する動作を行っても前記第２液体収容手段が満タン状態にならないときには、液体供給経
路内に空気が混入した可能性が高い状態になったとする構成とできる。また、装置が予め
定めた期間使用されなかったときには、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状
態になったとする構成とできる。
【００１３】
　また、前記第１液体収容手段から第２液体収容手段に対して液体を供給する動作を行っ
た後予め定めた時間が経過したときに、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状
態でなくなったとする構成とできる。
【００１４】
　本発明に係る画像形成装置は、本発明に係る液滴を吐出する装置を備えている構成とし
たものである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る液滴を吐出する装置及び画像形成装置によれば、第１液体収容手段から第
２液体収容手段までの液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態になったときに
は、第１液体収容手段から第２液体収容手段に対して液体を供給する動作を行う手段を備
え、液体を供給する動作を行う手段は、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状
態であるときには、第２液体収容手段に対して大気に開放した状態での液体補充供給動作
を行わない構成としたので、第１液体収容手段の交換時、長期間放置などに供給経路内に
エアーが混入しても、次回以降の大気開放状態での補充供給動作で大気開放機構から液体
漏れが発生したり、大気開放機構が汚れて緩慢リークが誘発されたりすることを防止する
フェールセーフ機能を持たせることができて、装置稼動が可能になる。
【００１６】
　本発明に係る液滴を吐出する装置及び画像形成装置によれば、液体吐出ヘッドの回復動
作を行う手段を備え、回復動作を行う手段は、液体供給経路内に空気が混入した可能性が
高い状態になったときには、液滴吐出を伴う液体吐出ヘッドの回復動作を行わない構成と
したので、第１液体収容手段の交換時、長期間放置などに供給経路内にエアーが混入して
も、次回以降の大気開放状態での補充供給動作で大気開放機構から液体漏れが発生したり
、大気開放機構が汚れて緩慢リークが誘発されたりすることを防止するフェールセーフ機
能を持たせることができて、装置稼動が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について添付図面を参照して説明する。図１は本発明に係る
画像形成装置としてのインクジェット記録装置を前方側から見た斜視説明図である。
　このインクジェット記録装置は、装置本体１と、装置本体１に装着された用紙を装填す
るための給紙トレイ２と、装置本体１に着脱自在に装着されて画像が記録（形成）された
用紙をストックするための排紙トレイ３とを備えている。さらに、装置本体１の前面の一
端部側（給排紙トレイ部の側方）には、第１液体収容手段であるインクカートリッジを装
填するためのカートリッジ装填部４を有し、このカートリッジ装填部４の上面は操作ボタ
ンや表示器などを設ける操作／表示部５としている。
【００１８】
　このカートリッジ装填部４には、色の異なる色材である記録液（インク）、例えば黒（
Ｋ）インク、シアン（Ｃ）インク、マゼンタ（Ｍ）インク、イエロー（Ｙ）インクをそれ
ぞれ収容した複数の第１の液体収容手段としての記録液カートリッジであるインクカート
リッジ（メインタンク）１０ｋ、１０ｃ、１０ｍ、１０ｙ（色を区別しないときは「イン
クカートリッジ１０」という。）を、装置本体１の前面側から後方側に向って挿入して装
填可能とし、このカートリッジ装填部４の前面側には、インクカートリッジ１０を着脱す
るときに開く前カバー（カートリッジカバー）６を開閉可能に設けている。また、インク



(5) JP 4762001 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

カートリッジ１０ｋ、１０ｃ、１０ｍ、１０ｙは縦置き状態で横方向に並べて装填する構
成としている。
【００１９】
　また、操作／表示部５には、各色のインクカートリッジ１０ｋ、１０ｃ、１０ｍ、１０
ｙの装着位置（配置位置）に対応する配置位置で、各色のインクカートリッジ１０ｋ、１
０ｃ、１０ｍ、１０ｙの残量がニアーエンド及びエンドになったことを表示するための各
色の残量表示部１１ｋ、１１ｃ、１１ｍ、１１ｙを配置している。さらに、この操作／表
示部５には、電源ボタン１２、用紙送り／印刷再開ボタン１３、キャンセルボタン１４も
配置している。
【００２０】
　次に、このインクジェット記録装置の機構部について図２及び図３を参照して説明する
。なお、図２は同機構部の概要を示す側面模式的説明図、図３は同じく要部平面説明図で
ある。
　フレーム２１を構成する左右の側板２１Ａ、２１Ｂに横架した主ガイド部材である主ガ
イドロッド３１と従ガイドロッド３２とでキャリッジ３３を主走査方向に摺動自在に保持
し、図示しない主走査モータによってタイミングベルトを介して図３で矢示方向（キャリ
ッジ主走査方向）に移動走査する。
【００２１】
　このキャリッジ３３には、前述したようにイエロー（Ｙ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（
Ｍ）、ブラック（Ｂｋ）の各色のインク滴を吐出する４個の液滴吐出ヘッドからなる記録
ヘッド３４を複数のインク吐出口を主走査方向と交叉する方向（用紙送り方向）に配列し
、インク滴吐出方向を下方に向けて装着している。なお、各色の液滴を吐出するノズル列
を有する１又は複数のヘッド構成などを採用することもできる。
【００２２】
　記録ヘッド３４を構成するインクジェットヘッドとしては、圧電素子などの圧電アクチ
ュエータ、発熱抵抗体などの電気熱変換素子を用いて液体の膜沸騰による相変化を利用す
るサーマルアクチュエータ、温度変化による金属相変化を用いる形状記憶合金アクチュエ
ータ、静電力を用いる静電アクチュエータなどを、液滴を吐出するための圧力を発生する
圧力発生手段として備えたものなどを使用できる。
【００２３】
　また、キャリッジ３３には、各記録ヘッド３４に各色のインクを供給するための第２液
体収容手段である各色のヘッドタンク３５を搭載している。この各色のヘッドタンク３５
には各色の可撓性を有する供給チューブ３６を介して、前述したように、カートリッジ装
填部４に装着された各色のインクカートリッジ１０から各色のインクが補充供給される。
このカートリッジ装填４にはインクカートリッジ１０内のインクを送液するための送液手
段である供給ポンプユニット２４が設けられている。
【００２４】
　一方、給紙トレイ２の用紙積載部（圧板）４１上に積載した用紙４２を給紙するための
給紙部として、用紙積載部４１から用紙４２を１枚ずつ分離給送する半月コロ（給紙コロ
）４３及び給紙コロ４３に対向し、摩擦係数の大きな材質からなる分離パッド４４を備え
、この分離パッド４４は給紙コロ４３側に付勢されている。
【００２５】
　そして、この給紙部から給紙された用紙４２を記録ヘッド３４の下方側に送り込むため
に、用紙４２を案内するガイド部材４５と、カウンタローラ４６と、搬送ガイド部材４７
と、先端加圧コロ４９を有する押さえ部材４８とを備えるとともに、給送された用紙４２
を静電吸着して記録ヘッド３４に対向する位置で搬送するための搬送手段である搬送ベル
ト５１を備えている。
【００２６】
　この搬送ベルト５１は、無端状ベルトであり、搬送ローラ５２とテンションローラ５３
との間に掛け渡されて、ベルト搬送方向（副走査方向）に周回するように構成している。
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また、この搬送ベルト５１の表面を帯電させるための帯電手段である帯電ローラ５６を備
えている。この帯電ローラ５６は、搬送ベルト５１の表層に接触し、搬送ベルト５１の回
動に従動して回転するように配置されている。さらに、搬送ベルト５１の裏側には、記録
ヘッド３４による印写領域に対応してガイド部材５７を配置している。
【００２７】
　この搬送ベルト５１は、図示しない副走査モータによってタイミングを介して搬送ロー
ラ５２が回転駆動されることによって図３のベルト搬送方向に周回移動する。
【００２８】
　さらに、記録ヘッド３４で記録された用紙４２を排紙するための排紙部として、搬送ベ
ルト５１から用紙４２を分離するための分離爪６１と、排紙ローラ６２及び排紙コロ６３
とを備え、排紙ローラ６２の下方に排紙トレイ３を備えている。
【００２９】
　また、装置本体１の背面部には両面ユニット７１が着脱自在に装着されている。この両
面ユニット７１は搬送ベルト５１の逆方向回転で戻される用紙４２を取り込んで反転させ
て再度カウンタローラ４６と搬送ベルト５１との間に給紙する。また、この両面ユニット
７１の上面は手差しトレイ７２としている。
【００３０】
　さらに、図３に示すように、キャリッジ３３の走査方向一方側の非印字領域には、記録
ヘッド３４のノズルの状態を維持し、回復するための回復手段を含む維持回復機構８１を
配置している。
【００３１】
　この維持回復機構８１には、記録ヘッド３４の各ノズル面をキャピングするための各キ
ャップ部材（以下「キャップ」という。）８２ａ～８２ｄ（区別しないときは「キャップ
８２」という。）と、ノズル面をワイピングするためのブレード部材であるワイパーブレ
ード８３と、増粘した記録液を排出するために記録に寄与しない液滴を吐出させる空吐出
を行うときの液滴を受ける空吐出受け８４などを備えている。ここでは、キャップ８２ａ
を吸引及び保湿用キャップとし、他のキャップ８２ｂ～８２ｄは保湿用キャップとしてい
る。
【００３２】
　そして、この維持回復機構８１による維持回復動作で生じる記録液の廃液、キャップ８
２に排出されたインク、あるいはワイパーブレード８３に付着してワイパークリーナ８５
で除去されたインク、空吐出受け９４に空吐出されたインクは図示しない廃液タンクに排
出されて収容される。
【００３３】
　また、図３に示すように、キャリッジ３３の走査方向他方側の非印字領域には、記録中
などに増粘した記録液を排出するために記録に寄与しない液滴を吐出させる空吐出を行う
ときの液滴を受ける空吐出受け８８を配置し、この空吐出受け８８には記録ヘッド３４の
ノズル列方向に沿った開口部８９などを備えている。
【００３４】
　このように構成したインクジェット記録装置においては、給紙トレイ２から用紙４２が
１枚ずつ分離給紙され、略鉛直上方に給紙された用紙４２はガイド４５で案内され、搬送
ベルト５１とカウンタローラ４６との間に挟まれて搬送され、更に先端を搬送ガイド３７
で案内されて先端加圧コロ４９で搬送ベルト５１に押し付けられ、略９０°搬送方向を転
換される。
【００３５】
　このとき、図示しない制御部のＡＣバイアス供給部から帯電ローラ５６に対してプラス
出力とマイナス出力とが交互に繰り返すように、つまり交番する電圧が印加され、搬送ベ
ルト５１が交番する帯電電圧パターン、すなわち、周回方向である副走査方向に、プラス
とマイナスが所定の幅で帯状に交互に帯電されたものとなる。このプラス、マイナス交互
に帯電した搬送ベルト５１上に用紙４２が給送されると、用紙４２が搬送ベルト５１に吸
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着され、搬送ベルト５１の周回移動によって用紙４２が副走査方向に搬送される。
【００３６】
　そこで、キャリッジ３３を移動させながら画像信号に応じて記録ヘッド３４を駆動する
ことにより、停止している用紙４２にインク滴を吐出して１行分を記録し、用紙４２を所
定量搬送後、次の行の記録を行う。記録終了信号又は用紙４２の後端が記録領域に到達し
た信号を受けることにより、記録動作を終了して、用紙４２を排紙トレイ３に排紙する。
【００３７】
　また、印字（記録）待機中にはキャリッジ３３は維持回復機構８１側に移動されて、キ
ャップ８２で記録ヘッド３４がキャッピングされて、ノズルを湿潤状態に保つことにより
インク乾燥による吐出不良を防止する。また、キャップ８２で記録ヘッド３４をキャッピ
ングした状態で図示しない吸引ポンプによってノズルから記録液を吸引し（「ノズル吸引
」又は「ヘッド吸引」という。）し、増粘した記録液や気泡を排出する回復動作を行う。
また、記録開始前、記録途中などに記録と関係しないインクを吐出する空吐出動作を行う
。これによって、記録ヘッド３４の安定した吐出性能を維持する。
【００３８】
　次に、この画像形成装置の制御部の概要について図４を参照して説明する。なお、同図
は同制御部の全体ブロック説明図である。
　この制御部は、この画像形成装置全体の制御を司る、本発明に係る制御を行うための手
段を兼ねたマイクロコンピュータで構成した主制御部３０１及び印刷制御を司るマイクロ
コンピュータで構成した印刷制御部３０２とを備えている。
【００３９】
　そして、主制御部３０１は、通信回路３００から入力される印刷処理の情報に基づいて
用紙４２に画像を形成するために、キャリッジ３３を主走査方向に移動させる主走査モー
タを主走査モータ駆動回路３０３を介して、用紙４２を送る副走査モータを副走査モータ
３０４を介して駆動制御するとともに、印刷制御部３０２に対して印刷用データを送出す
るなどの制御を行う。
【００４０】
　また、主制御部３０１には、キャリッジ２３の位置を検出するキャリッジ位置検出回路
３０５からの検出信号が入力され、主制御部３０１はこの検出信号に基づいてキャリッジ
２３の移動位置及び移動速度を制御する。キャリッジ位置検出回路３０５は、例えばキャ
リッジ２３の走査方向に配置されたエンコーダシートのスリット数を、キャリッジ２３に
搭載されたフォトセンサで読み取って計数することで、キャリッジ２３の位置を検出する
。主走査モータ駆動回路３０３は、主制御部３０１から入力されるキャリッジ移動量に応
じて主走査モータ２４を回転駆動させて、キャリッジ２３を所定の位置に所定の速度で移
動させる。
【００４１】
　また、主制御部３０１には搬送ベルト５１の移動量を検出する搬送量検出回路３０６か
らの検出信号が入力され、主制御部３０１はこの検出信号に基づいて搬送ベルト５１の移
動量及び移動速度を制御する。搬送量検出回路３０６は、例えば搬送ローラ５２の回転軸
に取り付けられた回転エンコーダシートのスリット数を、フォトセンサで読み取って計数
することで搬送量を検出する。副走査モータ駆動回路３０４は、主制御部３０１から入力
される搬送量に応じて副走査モータ５８を回転駆動させて、搬送ローラ５２を回転駆動し
て搬送ベルト５１を所定の位置に所定の速度で移動させる。
【００４２】
　主制御部３０１は、給紙コロ駆動回路３０７に給紙コロ駆動指令を与えることによって
給紙コロ４３を一回転させる。主制御部３０１は、維持回復機構駆動用モータ駆動回路３
０８を介して維持回復機構８１のモータを回転駆動することにより、前述したようにキャ
ップ８２の昇降、ワイパーブレード８３の昇降、吸引ポンプの駆動などを行わせる。
【００４３】
　主制御部３０１は、供給ポンプ用駆動回路３１１を介して供給ユニット２４のポンプを
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駆動するための駆動モータ（供給モータ）を駆動制御し、カートリッジ装填部４に装填さ
れたインクカートリッジ１０からヘッドタンク３５に対してインクを補充供給する（充填
する。）。このとき、主制御部３０１は、ヘッドタンク３５が満タン状態にあることを検
知するヘッドタンク満タンセンサ３１２からの検知信号に基づいて補充供給（充填動作）
を制御する。この場合、ヘッドタンク３５の大気開放機構２０４を開状態にして充填を行
う大気開放充填、大気開放機構２０４を閉じたまま充填を行う通常充填がある。
【００４４】
　また、主制御部３０１は、カートリッジ通信回路３１４を通じて、カートリッジ装填部
４に装着された各インクカートリッジ１０に設けられる記憶手段である不揮発性メモリ３
１６に記憶されている情報を取り込んで、所要の処理を行って、本体記憶手段である不揮
発性メモリ（例えばＥＥＰＲＯＭ）３１５に格納保持する。
【００４５】
　また、主制御部３０１には、環境温度、環境湿度を検知する環境センサ３１３からの検
知信号が入力される。
【００４６】
　印刷制御部３０２は、主制御部３０１からの信号とキャリッジ位置検出回路３０５及び
搬送量検出回路３０６などからのキャリッジ位置や搬送量に基づいて、記録ヘッド３４の
液滴を吐出させるための圧力発生手段を駆動するためのデータを生成して、上述した画像
データをシリアルデータでヘッド駆動回路３１０に転送するとともに、この画像データの
転送及び転送の確定などに必要な転送クロックやラッチ信号、滴制御信号（マスク信号）
などをヘッド駆動回路３１０に出力する以外にも、ＲＯＭに格納されている駆動信号のパ
ターンデータをＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換器及び電圧増幅器、電流増幅器等で構成される
駆動波形生成部及びヘッドドライバに与える駆動波形選択手段を含み、１の駆動パルス（
駆動信号）或いは複数の駆動パルス（駆動信号）で構成される駆動波形を生成してヘッド
駆動回路３１０に対して出力する。
【００４７】
　ヘッド駆動回路３１０は、シリアルに入力される記録ヘッド３４の１行分に相当する画
像データに基づいて印刷制御部３０２から与えられる駆動波形を構成する駆動信号を選択
的に記録ヘッド３４の液滴を吐出させるエネルギーを発生する駆動素子（例えば前述した
ような圧電素子）に対して印加することで記録ヘッド３４を駆動する。このとき、駆動波
形を構成する駆動パルスを選択することによって、例えば、大滴（大ドット）、中滴（中
ドット）、小滴（小ドット）など、大きさの異なるドットを打ち分けることができる。
【００４８】
　次に、この画像形成装置における記録ヘッド３４に記録液であるインクを供給する液体
供給装置について図５を参照して説明する。なお、図５は同液体供給装置の模式的説明図
である。
【００４９】
　第１液体収容手段であるインクカートリッジ１０は、カートリッジケース１０１内に液
体であるインクを収容した可撓性を有するインク袋１０２を収納してなり、このインク袋
１０２には内部のインクを供給するためのインク供給口部１０３を備えている。このイン
ク供給口部１０３は内部にゴムなどの弾性部材を有している。
【００５０】
　第２液体収容手段であるヘッドタンク３５は、インク２００を収容するタンクケース２
０１と、図示しない負圧発生手段、例えばフィルムと弾性部材からなる負圧発生機構と、
タンクケース２０１内を大気に開放するための大気解放機構２０４とを備え、タンクケー
ス２０１の下部には記録ヘッド３４が取り付けられ、またタンクケース２０２の上部には
収容されたインク２００の液面が所定の位置になったことを検知する２本の検知電極など
で構成した満タン検知手段（ヘッドタンク満タンセンサ）３１２を備えている。
【００５１】
　供給ポンプユニット２４は、インクカートリッジ１０のインクをヘッドタンク３５に給
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送するための供給ポンプ２４１と、供給ポンプ２４１のピストン２４２を図５で上下方向
（矢示方向）に往復移動させるためのカム２４３、カム２４３を回転させるギヤ２４４及
びこのギヤ２４４を回転駆動させるギヤ２４７をモータ軸２４５ａに取り付けたポンプ駆
動手段である駆動モータ２４５などを備え、供給ポンプ２４１に設けた中空針２４６をイ
ンクカートリッジ１０のインク袋１０２のインク供給口部１０３内の弾性部材（例えばゴ
ム栓）に差し込むことによって、供給ポンプ２４１内とインク袋１０２内とをジョイント
する。
【００５２】
　この供給ポンプ２４１の作動／停止を制御するための制御手段である主制御部３０１は
、ヘッドタンク３５に対してインクカートリッジ１０からインクを供給するとき、ヘッド
タンク満タンセンサ３１２からの検知信号に基づいてインク供給モータ駆動回路３１１を
介して駆動モータ３０５の回転駆動及び停止を制御する。
【００５３】
　そして、この液体供給装置においては、供給チューブ３６の一端部は、送液手段である
供給ポンプ２４１に対し、供給ポンプ２４１の液体供給方向（図４でピストンロッド２４
２の往復移動方向と同じ）に沿う方向でジョイント部２４９によって接続している。
【００５４】
　次に、この液体供給装置において、ヘッドタンク３５に記録液（インク）を充填すると
き、所定時間が経過するまで供給ポンプ２４１を作動させてもヘッドタンク３５が満タン
にならないときにインクカートリッジ１０のインク無しと扱う処理を行う場合の空気（エ
アー）の混入について説明する。
【００５５】
　インクカートリッジ１０のインク袋１０２が空の状態では吸い出すものが無くなること
で、供給ポンプ２４１を駆動し続けていると供給ポンプ２４１内の圧力は負の圧力（負圧
）が増加して行くことになる。そのため、インクカートリッジ１０の交換指示が出るとき
には、供給ポンプ２４１内は強い負圧状態となっている。
【００５６】
　この状態インクカートリッジ１０を交換するために、一時的にインク供給口部１０３の
ゴム栓と供給ポンプ２４１の中空針２４６のジョイントが外されることになり、外した瞬
間、供給ポンプ２４１内への空気の吸い込みが始まる。吸い込んでしまった空気は供給ポ
ンプ２４１からヘッドタンク３５までの供給経路は閉じた経路であるために抜けることが
無く、新たなインクカートリッジ１０が装着され供給動作が始まると、空気はチューブ３
６を通ってヘッドタンク３５に送られることになる。
【００５７】
　このようにしてサブタンク３５内に送られた空気は、図６に示すように、ヘッドタンク
３５内のインク液面で気泡Ｂとなり、また更に供給動作が進むと気泡Ｂが増大して行くこ
ととなる。このヘッドタンク３５内の気泡Ｂは、インクの検知手段２０３の検知結果を誤
らせ、ヘッドタンク３５に対して大気開放機構２０４を開いた状態で充填動作を行ったと
きに、満タンが検知されずに、インクが大気開放機構２０４から外部に漏れ出し、記録ヘ
ッド３４を汚したり、記録ヘッド３４を故障させたりすることがある。
【００５８】
　そこで、ヘッドタンク３５に対する供給経路にエアー（空気）が混入した可能性が高い
場合に対応するための処理について図７以降を参照して説明する。
　この画像形成装置において、ヘッドタンク３５に対する供給経路にエアー（空気）が混
入した可能性が高い場合には、エアー混入フラグをセット（＝１）にする処理を行うよう
にしている。
【００５９】
　つまり、図７に示すように、供給ポンプ２４１を駆動してヘッドタンク３５に対してイ
ンクカートリッジ１０からヘッドタンク３５に対して記録液を充填するヘッドタンク充填
処理（これには前述した大気開放充填と通常充填があり、また、ヘッド維持回復動作に伴
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って生じる充填動作もある。）を行う場合、供給ポンプ２４１を駆動し、充填が完了する
前に予め定めた所定時間が経過した（タイムアウト）したときには、インクカートリッジ
１０に記録液がなくなったことになるので、上述したように供給経路内にエアーが混入し
た可能性が高いものとして扱い、エアー混入フラグをセット（＝１）にした後、カートリ
ッジ交換処理へ移行する。
【００６０】
　また、装置が予め定めた所定期間（所定時間）にわたって使用されないときにも、供給
ポンプ２４１や供給チューブ３６などの供給経路にエアー（空気）が混入した可能性が高
いものとして、エアー混入フラグをセット（＝１）にする処理を行うようにしている。
【００６１】
　つまり、図８に示すように、装置の電源がオン状態にされたとき、電源オフからの経過
期間が所定期間（例えば７２時間）に達しているときには、エアー混入フラグをセット（
＝１）にする処理を行った後、電源オン時の処理に移行する。この場合、供給ポンプ２４
１が所定期間駆動されなかったことになるため、供給経路にエアーが混入する可能性が高
いものとして扱う。
【００６２】
　そこで、この画像形成装置は、図９に示すように、エアー混入フラグが「１」であると
き（ヘッド単位で見る）には、送液シーケンスを実施済みか否かを判別する。
【００６３】
　ここで、送液シーケンスを実施済みでなければ、送液シーケンスを実施して、供給ポン
プ２４１や供給チューブ３６内に混入しているエアーを記録液とともにヘッドタンク３５
に送り込み、送液時刻を記憶する。
【００６４】
　この送液シーケンスは、例えば、ヘッドタンク３５に対して通常の充填量よりも多い量
の記録液を送液し（過充填）し、記録ヘッド３４をキャップ８２でキャッピングしてノズ
ル吸引を行うことによってヘッドタンク３５内に負圧を形成し、記録ヘッド３４のノズル
面（液滴を吐出するノズルが形成されている面）をワイパーブレード８３でワイピングす
る動作を、所要回数（２～３回）繰り返し、所要のクリーニング動作を行って記録ヘッド
３４をキャップ８２でキャッピングする動作（シーケンス）である。
【００６５】
　これに対して、エアー混入フラグが「１」で送液シーケンスを実施済みであれば、ヘッ
ドタンク３５内に送り込んだエアーによる気泡が消失するまでの予め定めた所定時間が、
送液時刻から経過しているか否かを判別し、所定時間が経過していれば、エアー混入フラ
グをリセット（＝０に）する。
【００６６】
　このように、第１液体収容手段から第２液体収容手段までの液体供給経路内に空気が混
入した可能性が高い状態になったときには、第１液体収容手段から第２液体収容手段に対
して液体を供給する動作を行う手段を備えることによって、供給経路内の空気を第２液体
収容手段に送り込み、第２液体収容手段内の気泡が消失するまでの間、記録液漏れが生じ
るような動作を禁止することができる。
【００６７】
　この場合、第１液体収容手段から第２液体収容手段に対して所定時間液体を補充供給す
る動作を行っても第２液体収容手段が満タン状態にならないとき、装置が予め定めた期間
使用されなかったときには、液体供給経路内に空気が混入した可能性が高い状態になった
とすることで、液体供給タイムアウト時の液体収容手段の交換動作に伴って供給ポンプ内
へエアーが混入してもヘッドを故障させることなく装置稼動を可能にする（フェールセー
フ機能）ことができ、また放置による供給経路、特にポンプ内に生じるエアーによる不具
合に対応できるようになる。
【００６８】
　そのため、この画像形成装置は、図１０に示すように、ヘッドタンク３５に対して大気
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開放充填の要求がなされたときには、エアー混入フラグがセットされている（＝１）か否
かを判別し、エアー混入フラグ＝１でなければ、大気開放充填動作を行うが、エアー混入
フラグ＝１であれば、代替動作（例えば通常充填動作）をする。なお、エアー混入フラグ
＝１でなくなるまで大気開放充填動作は待機するようにすることもできる。
【００６９】
　また、図１１に示すように、記録ヘッド３５のリフレッシング動作の要求がされたとき
にも、エアー混入フラグがセットされている（＝１）か否かを判別し、エアー混入フラグ
＝１でなければ、記録ヘッド３５からの滴吐出を伴うリフレッシング動作を行うが、エア
ー混入フラグ＝１であれば、記録ヘッド３５からの滴吐出を伴わない代替動作（例えばク
リーニング動作）をする。
【００７０】
　このように、ヘッドタンク内に送り込んだ空気による気泡が消失するまでの間、大気開
放充填やリフレッシング動作を制限することによって、ヘッドタンクの満タン誤検出によ
る記録液漏れや記録ヘッドに対するヘッドタンク内の気泡の侵入を低減することができる
。
【００７１】
　なお、本発明に係る液滴を吐出する装置は画像形成装置に限るものではなく、画像形成
装置もプリンタ単機能構成のものに限らず、プリンタ／ファクシミリ／複写などの複合機
能を有する画像形成装置であっても良い。また、液体はインクに限るものではない。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明に係る液滴を吐出する装置を含む本発明に係る画像形成装置としてのイン
クジェット記録装置の前方側から見た斜視説明図である。
【図２】同装置の機構部の全体構成を説明する側面概略構成図である。
【図３】同機構部の要部平面説明図である。
【図４】同装置の制御部の概要を示すブロック説明図である。
【図５】同装置における液体供給装置の一例を示す模式的説明図である。
【図６】同液体供給装置のヘッドタンク内での気泡の発生を説明する説明図である。
【図７】供給経路に空気が混入した可能性が高い場合の処理の一例の説明に供するフロー
図である。
【図８】供給経路に空気が混入した可能性が高い場合の処理の一例の説明に供するフロー
図である。
【図９】供給経路に空気が混入した可能性が高い場合が生じたときの処理の説明に供する
フロー図である。
【図１０】供給経路に空気が混入した可能性が高い場合に大気開放充填を制限する処理の
説明に供するフロー図である。
【図１１】供給経路に空気が混入した可能性が高い場合にヘッド回復動作を制限する処理
の説明に供するフロー図である。
【符号の説明】
【００７３】
　　１…装置本体
　　２…給紙トレイ
　　３…排紙トレイ
　　４…カートリッジ装填部
　　１０ｋ、１０ｃ、１０ｍ、１０ｙ…インクカートリッジ
　　３３…キャリッジ
　　３４…記録ヘッド
　　３５…ヘッドタンク
　　３６…供給チューブ
　　５１…搬送ベルト
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　　１０１…カートリッジケース
　　１０２…インク袋
　　２４１…供給ポンプ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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